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県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

（
老
施
協
）
の
取
り
組
み

　

介
護
分
野
に
お
け
る
人
材
不
足
は
、
こ

こ
数
年
で
急
速
に
加
速
し
ま
し
た
。
主
な

要
因
と
し
て
は
、
新
規
事
業
者
の
大
幅
増

加
に
よ
る
慢
性
的
人
材
不
足
や
、
世
間
一

般
の
介
護
職
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
が
も
た
ら
し
た
介
護
離
職
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
「
介
護
職
」
を
将
来
の

魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
捉
え
て
頂
け
な
い
、

そ
ん
な
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。
当
会
で
は

昨
年
よ
り
、
こ
の
問
題
を
積
極
的
に
打
破

し
て
い
こ
う
と
、
主
に
県
内
の
中
学
校
を

訪
問
し
て
、
介
護
の
魅
力
を
発
信
す
る

「
知
っ
て
も
ら
お
う
介
護
の
仕
事
」
事
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、介
護
職
の
楽
し
さ
、

広
さ
、
深
さ
を
、
皆
さ
ん
に
幅
広
く
発
信

す
る
こ
と
と
、
福
祉
分
野
へ
の
理
解
や
、

将
来
を
担
う
人
材
の
確
保
で
す
。
訪
問
先

で
は
、
実
際
に
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
現

場
の
職
員
か
ら
の
経
験
談
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、

リ
ア
ル
な
介
護
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
疑
似
体

験
装
具
を
用
い
て
、
皆
さ
ん
に
体
験
し
て

頂
く
こ
と
で
、
お
年
寄
り
の
気
持
ち
や
、

介
護
方
法
を
勉
強
し
て
頂
く
一
助
に
も

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
は
、
こ
の
事
業
を
行
う
こ
と
で
、

よ
り
身
近
に
介
護
や
福
祉
を
捉
え
て
頂
き
、

こ
の
機
会
に
真
の
福
祉
や
介
護
を
皆
さ
ん

に
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
の
真
っ
只
中
、真
の
「
人
財
育
成
」

を
行
う
こ
と
が
今
こ
そ
急
務
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

県
老
施
協
広
報
委
員
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
げ
ん
き
・
倶
楽
部　

施
設
長
）

 

木
村 

竜
樹

県
保
育
協
議
会
（
県
保
協
）

の
取
り
組
み

　

県
の
調
査
に
よ
れ
ば
保
育
士
・
保
育
教

諭
不
足
は
、
平
成
29
年
度
当
初
で
、

２
２
４
人
と
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

途
中
入
園
の
児
童
を
考
慮
し
ま
す
と
、
実

際
は
そ
れ
以
上
に
深
刻
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
超
高
齢
社
会
に
向
か
い
、
急
速

に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

本
県
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
、
平
成
28
年
度
で
は
５
５･

２
万
人
（
高
齢
化
率

は
２
８･

３
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成

37
年
（
２
０
２
５
年
）
に
は
、
５
８･

３
万
人
（
高
齢
化
率
は
３
１･

３
％
）
と
な

り
、
約
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
２
０
２
５
年
以
降
は
、
県
民
の
医
療
や
介
護
の
需
要
が
さ

ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
で
示
し
た
介
護
人
材

に
か
か
る
需
給
推
計
で
は
２
０
２
５
年
に
は
、
本
県
で
約
１･

２
万
人
（
全
国
で

は
３
７･

７
万
人
）
の
介
護
職
員
が
不
足
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
平
成
29
年
４
月
の
改
正
社
会
福
祉
法
で
新
た
に
創
設
さ
れ
た
制
度

や
各
種
別
協
の
動
き
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

特
集

ふ
く
し
人
材
確
保
の
い
ま

群馬県老施協マスコット
『Ｇちゃん』

ゆるキャラグンプリ2017
エントリー中

応 援
してね!!
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ま
た
、
求
人
と
採
用
の
需
給
関
係
は
、
県

外
か
ら
の
採
用
ア
プ
ロ
ー
チ
も
年
々
活
発

に
な
っ
て
お
り
、
加
え
て
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
に
よ
る
保
育
士
・
保
育
教
諭
の

採
用
増
も
顕
著
で
、
人
材
確
保
環
境
は
急

速
に
悪
化
し
て
来
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
認
識
の
下
、県
保
協
で
は
、

過
去
２
回
「
保
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
イ
ン
ぐ
ん

ま
」
を
開
催
し
、
養
成
校
の
学
生
さ
ん
を

中
心
に
、
保
育
の
持
つ
魅
力
、
楽
し
さ
、

子
育
て
の
大
切
さ
等
を
発
信
し
、
県
内
施

設
へ
就
職
す
る
た
め
の
下
地
づ
く
り
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

更
に
本
年
度
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
就

職
に
特
化
し
た
「
保
育
就
活
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
７
」
と
し
、就
職
へ
向
け
た
具
体
的
、

直
接
的
な
各
園
の
情
報
提
供
を
行
う
場
と

し
好
評
を
博
し
た
次
第
で
す
。

　

一
方
で
、
28
年
度
に
は
、
県
の
事
業
で

あ
る
「
高
校
生
保
育
の
魅
力
体
験
バ
ス
ツ

ア
ー
」
に
全
面
協
力
し
、
会
員
園
に
お
い

て
高
校
生
に
保
育
の
実
体
験
を
し
て
も
ら

い
、
将
来
的
な
人
材
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
と
致
し
ま
し
た
。
尚
、

本
年
度
は
同
事
業
を
県
の
委
託
事
業
と
し

て
県
保
協
が
主
体
的
に
企
画
実
施
し
、
参

加
者
の
満
足
度
も
高
く
「
参
加
し
て
よ

か
っ
た
」
と
の
声
も
多
く
あ
り
、
手
ご
た

え
を
実
感
す
る
と
共
に
意
義
あ
る
事
業
と

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

県
保
協
と
し
ま
し
て
も
保
育
人
材
の
確

保
は
重
要
な
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
今
後

と
も
鋭
意
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
記
し
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

県
保
協
会
長（
た
か
ぞ
の
保
育
園 

園
長
）

 

佐
藤 

憲
秀

 

離
職
し
た
介
護
福
祉
士
の
届
出

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

国
で
は
、
社
会
福
祉
法
を
改
正
し
、
29

年
４
月
よ
り
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ

方
々
が
、介
護
の
仕
事
か
ら
一
度
離
れ
て
も
、

い
つ
で
も
円
滑
に
介
護
の
仕
事
で
再
び
活

躍
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
都
道
府
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出
る
こ
と
を
努
力

義
務
と
し
て
規
定
し
ま
し
た
。

離
職
し
た
介
護
人
材
の
再
就

職
準
備
金
貸
付
制
度
（
返
還

免
除
要
件
あ
り
）

　

離
職
し
た
介
護
人
材
で
介
護
福
祉
士
と

し
て
登
録
を
さ
れ
、
一
定
の
経
験
を
有
す

る
方
に
対
し
て
は
、
介
護
職
員
と
し
て
高

齢
者
施
設
へ
再
就
職
す
る
際
に
必
要
と
な

る
再
就
職
準
備
金
（
上
限
20
万
円
、
１
回

を
限
度
）
の
貸
付
制
度
も
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

再
就
職
後
２
年
間
、
介
護
職
員
と
し
て

の
実
務
に
従
事
す
る
と
返
還
義
務
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

※
お
問
合
せ　

０
２
７-

２
５
５-

６
０
３
１

 

福
祉
資
金
課
ま
で

県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
現
状

　

福
祉
人
材
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、

新
卒
の
労
働
力
確
保
を
継
続
し
つ
つ
、
一

方
で
働
い
て
い
な
い
子
育
て
中
の
主
婦
層

や
第
一
線
を
退
い
た
元
気
な
中
高
年
に
目

を
向
け
、
そ
の
活
用
を
図
る
な
ど
多
様
な

人
材
の
参
入
促
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
求
人
事
業
所
側
へ
も
、

業
務
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資

格
や
役
割
に
応
じ
た
業
務
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
福
祉
や
介
護
に
関
す
る
資
格
を

有
し
な
い
求
職
者
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

育
成
す
る
環
境
を
整
備
す
る
お
願
い
を
す

る
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
材
確
保
、
定
着
・
育
成
の

問
題
は
？

　

福
祉
業
界
で
は
、
年
間
就
職
者
数
の
約

３
／
４
が
離
職
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、

人
材
確
保
の
問
題
は
、
離
職
者
を
減
ら
さ

な
い
限
り
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
使
命
感
や
献
身
と
い
っ
た
自
己

犠
牲
を
強
い
る
労
働
環
境
か
ら
の
脱
却
や

特集 ふくし人材確保のいま

組
織
と
し
て
の
体
系
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。　

　

キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た
給
与
体
系
の
導
入
、

休
暇
取
得
・
労
働
時
間
の
短
縮
、
育
児
と

介
護
の
両
立
と
い
っ
た
労
働
環
境
の
整
備

や
人
材
育
成
の
研
修
や
評
価
の
仕
組
み
、

社
会
貢
献
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
を
通

じ
て
、
福
祉
従
事
者
と
事
業
者
が
将
来
を

見
通
せ
る
環
境
を
整
備
し
、
求
職
者
が
安

心
し
て
福
祉
分
野
に
入
っ
て
来
ら
れ
る
状

況
を
作
り
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

近
年
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
急
速
に
進
ん

で
き
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

〜
３
つ
の
視
点
〜

　

①
経
験
や
職
制
に
応
じ
た
給
与
体
系
や

研
修
制
度
（
通
称
「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
））
を

導
入
す
る
事
業
所
へ
の
加
算
、
優
良
な
雇

用
管
理
改
善
に
取
り
組
む
事
業
者
を
公
表

す
る
認
証
・
評
価
制
度
の
推
進
に
よ
っ
て

労
働
環
境
の
改
善
意
識
が
高
い
事
業
者
に

求
職
者
が
集
ま
る
仕
組
み
作
り
。
②
子
育

て
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
介
護
施
設
・
事
業
所
内
保
育
施
設
の
整

備
や
子
育
て
支
援
の
た
め
の
代
替
職
員
の

マ
ッ
チ
ン
グ
。
③
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用

に
よ
る
身
体
的
負
担
軽
減
や
事
務
の
効
率

化
に
よ
る
生
産
性
向
上

　

こ
れ
ら
３
点
を
通
じ
て
人
材
を
確
保
す

る
だ
け
で
な
く
、
育
成
し
、
定
着
さ
せ
て

い
く
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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福祉ぐんま №262（2017 秋号）

苦情解決セミナー 280名参加

　社会福祉法第82条により、社会福祉事業の経営者には、利用者の権利擁護と福祉サービスの質の向上を
図るため、福祉サービスの利用者等からの苦情に適切に対応し、解決することが義務づけられています。
　対応のポイントについて、講師の株式会社安全な介護 代表取締役 山田 滋氏の講演内容から一部を紹介します。

●受付段階で多くのトラブルが起きている。
●消極姿勢、隠蔽体質ではないか？お客様がどう感じるか？
●事業所内の言葉、応対者が不適切な印象ではないか？
●利用者、お客様の主張の正当性を認め、解決する姿勢を示す。

来年度も、現場で活かせる研修を実施したいと考えています。

“多くの事例を知ることが大切”と語る山田氏

「事例から学ぶ！　苦情解決におけるコミュニケーションのあり方」
〜クレームを大きなトラブルにしないために〜 ９月５日開催

参加者の声

福祉サービス運営適正化委員会
TEL　027-255-6669

初期の対応が大切だ
と分かった。

現場の実情を交えて
の話で、基本スキル
を教わりよかった。

事例が中心だったの
で理解しやすかった。

職場内のルール作り
が大切だとわかった。

子育てサロン研修会　開催

○
子
育
て
サ
ロ
ン
と
は

　

ラ
イ
フ･

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、

核
家
族
化
、
地
域
に
お
け
る
つ
な

が
り
の
希
薄
化
等
に
よ
る
子
育
て

の
負
担
感･

不
安
感
の
増
大
や
親

の
「
子
育
て
力
」
の
低
下
、
少
子

化･

過
疎
化
に
よ
る
子
ど
も
同
士

の
交
わ
る
機
会
の
減
少
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
課
題
や
社
会
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
制
度

だ
け
で
は
補
う
こ
と
の
出
来
な
い

生
活
問
題
や
社
会
課
題
の
解
決
に

向
け
た
地
域
の
居
場
所
の
一
つ
と

し
て
、
県
内
に
は
子
育
て
サ
ロ
ン

が
２
７
９
か
所(

平
成
28
年
度
県

社
協
調
査)

あ
り
ま
す
。

○
開
催
背
景

　

従
来
は
５
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
す

る
ふ
れ
あ
い･

い
き
い
き
サ
ロ
ン

研
修
会
の
中
で
子
育
て
サ
ロ
ン
の

事
例
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
1
人
で
も
多
く
の
方
々

に
子
育
て
支
援
に
関
す
る
理
解
と

啓
発
を
推
進
す
る
た
め
、
子
育
て

サ
ロ
ン
研
修
会
を
独
自
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

○
研
修
内
容

　

研
修
会
（
平
成
29
年
7
月
26
日
、
県

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
、

参
加
者
２
６
９
名
）
の
前
半
で
は
、
前

橋
市･

高
崎
市･

嬬
恋
村
の
各
実
践
事
例

を
通
じ
て
子
育
て
サ
ロ
ン
と
は
何
か
を

学
び
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

後
半
は
高
崎
健
康
福
祉
大
学
人
間
発

達
学
部
教
授
岡
本
拡
子
先
生
と
同
大
学

の
学
生
の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
を
効
果
的
に
進
め

て
い
く
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

研
修
を
行
い
ま
し
た
。 レクリエーション研修

(高崎健康福祉大学学生たちと)

岡本拡子先生

事例発表の様子

初
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共 同 募 金 運 動 が 始 ま り ま す

「 地 域 か ら 孤 立 を な く そ う 」
〜みんなが社会の一員として包み支えあうしくみづくり〜

配分申請締切
1１月３０日

募 金 百 貨 店 プ ロ ジ ェ ク ト

　群馬県では70回目となる共同募金運動が10月１日から始まり
ます。赤い羽根募金に協力してくださったみなさまのやさしさは、
子どもたち、高齢者、障がい者などを支援する身近な地域の福
祉活動に役立てられています。

　全国共通助成テーマとして、上記テーマが掲げられています。誰も
が安心して暮らせる地域を構築するために、地域で孤立するおそれの
ある人(※)や、顕在化していない対象者の把握・自立支援に必要な
サービスの先駆的開発など、今日的な福祉課題にアプローチするため、
本県においてもこのテーマに沿って特別配分を実施します。

「募金百貨店プロジェクト」…　 赤い羽根募金が募金の百貨店として、寄付付きの商品や企画を集め、
地域福祉活動を企業・法人、お客さまとともに推進するプロジェクト。

他にもさまざまな取り組みを行っています。

詳しくは、群馬県共同募金会の
ホームページをご覧ください。

http://www.akaihane-gunma.or.jp

［配分対象例］
不登校の子どものフリースクール、障がいがある人の制度外の就
労支援、DV被害者のシェルター運営、災害避難者支援、多文化
共生活動　など

社会福祉法人　群馬県共同募金会
〒371-0843 群馬県前橋市新前橋町13-12
 群馬県社会福祉総合センター4階
TEL 027-255-6596　FAX 027-255-6214

たくさんの笑顔があふれる町へ。

群馬の医療と言語・文化を考える会

今年も、赤い羽根募金にご理解とご協力をお願いいたします。

※地域で孤立するおそれのある人
　ひとり親家庭、障がいのある人、ひきこもり、経済的困窮者、独居高齢者、被災避難者、地域に暮らす外国人　など

代金 一部を寄付
配分 支援内容を選べます

・子どもたちのために
・障がい者のために
・高齢者のために
・地域福祉のために品物・サービス ※寄付に関する申し合わせ

外国語を母語とする方々と病院
を繋ぐため、医療通訳や啓発活
動、医療通訳者養成講座を開催
しています。

自分の町を
良くする

募金です！

〜企業・法人の本業を
 活かして社会貢献〜

お客さま
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平
成
29
年
４
月
よ
り
川
場
村
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

川
場
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
総
合
相
談
窓

口
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た

い
人
と
、
必
要
と
す
る
人
・
団
体
・
施

設
な
ど
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
情
報

提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
学
び

の
場
に
も
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
を
大

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て

間
も
な
い
で
す
が
、
多
く
の
方
に
登
録

し
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

目
指
し
、
助
け
あ
い
の
村
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
万
一
の
災
害
時
に
は
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能

で
き
る
よ
う
準
備
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

（
川
場
村
社
協　

中
村
武
）

NO.3

無
理
の
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
川
場
村

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

　平成29年７月28日（金）、県社協内に組
織されている各種県域の福祉関係団体の
部会・分科会から代表者に出席いただき、
福祉施策の最前線の情報を得る勉強会と、
福祉種別や所属組織の枠を超えての情報
交換を行う機会としての会議を開催しま
した。
　前半の勉強会では、「『我が事・丸ごと』
地域共生社会の構築に向けた施策の基本
事項について」と題し、独立行政法人福
祉医療機構の本地央明氏にご講義いただ
きました。
　講義では、「他人事」になりがちな地域
づくりを、地域住民が「我が事」として
主体的に取り組む仕組みや市町村による

「丸ごと」
の 総 合 相
談支援の体制整備、対象者ごとに整備された「縦割り」の公的福祉サービ
スを「丸ごと」へと転換していく方針を国として打ち出しており、福祉の
現場でもしっかりとその動向を注視していく必要があるとのお話をいただ
きました。
　後半の会議では、勉強会の内容やそれ以外にも、出席者から各種別協議
会の取り組みや所属する法人・組織における現状等について多方面から意
見交換がなされました。

群馬県社協　部会・分科会構成団体代表者会議・勉強会

具体例などを挙げながら分かりやすく
説明する本地氏

「地域共生社会」についての講義を受ける参加者

社会福祉法人
川場村社会福祉協議会
〒378-0101
利根郡川場村大字谷地3086番地１
TEL　0278-50-1122
FAX　0278-50-1123

川場村社会
福祉協議会
ホームページ

デイサービスセンターの納涼祭にボランティアさんが協力
してくださいました
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　本協会は、昭和42年４月に「群馬県精神薄弱者愛

護協会」として発足してから、平成29年３月で50年

の節目を迎えました。

　これを記念して、現在、知的障害者福祉50年の歩

みをまとめた記念誌の編纂に向けて準備を進めてい

ます。今年11月に発刊する予定です。

　この記念誌は、昭和59年に発刊された『群馬愛護三十年史』を引き継ぐものです。昭和59年度以前の

協会活動は三十年史に詳しく記載されていますので、それ以降の活動を中心にして協会50年間を振り返り

ます。

　全国的な知的障害者福祉の歩み、県市町村の対応、関係団体等の状況を踏まえ、本協会の先人たちが、

どのようにして群馬県の知的障害者福祉を担ってきたのか、その歴史と足跡を辿ります。

 群馬県知的障害者福祉協会　事務局長　浅海　勝

県 社 協 会 員 紹 介

1985（昭和60）年
あすなろ祭群馬県知的障害者福祉協会

『協会五十年史』の発刊

1984（昭和59）年
愛護パレード
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社
会
福
祉
法
人
梅
田
福
祉
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

�
「
き
ざ
き
の
郷
」

　

太
田
市
に
あ
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム「
き
ざ
き
の
郷
」。
明

る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
施
設

を
切
り
盛
り
す
る
、施
設
長
の
工

藤
エ
ミ
リ
さ
ん
、
副
施
設
長
の
小

林
恭
介
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

編集／発行
社会福祉法人�群馬県社会福祉協議会
＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　http://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　平成29年10月１日

　

本
大
会
は
、
県
内
の
社
会
福
祉
関
係

者
が
一
堂
に
会
し
、
社
会
福
祉
に
関
す

る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
決
意
を
新
た

に
す
る
と
と
も
に
、
多
年
に
わ
た
り
社

会
福
祉
の
発
展
に
功
績
等
の
あ
っ
た

方
々
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
、
本
県
に

お
け
る
福
祉
活
動
の
更
な
る
普
及
と
社

会
福
祉
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

福祉ぐんま
　

私
自
身
も
中
学
校
を
訪
問
し
、
福
祉
の
仕
事

の
魅
力
と
同
時
に
若
い
世
代
の
人
達
が
こ
れ

か
ら
の
日
本
や
地
域
社
会
を
支
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
を
見
る
と
想
像
以
上
に
福
祉
の
仕
事
に
興

味
を
も
っ
て
く
れ
た
こ
と
や
自
分
た
ち
の
手

で
地
域
を
守
る
こ
と
を
自
覚
し
て
く
れ
た
こ

と
に
感
動
し
ま
す
。
今
ま
で
正
し
い
情
報
を
届

け
る
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
と
反
省
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
福
祉
は
「
笑
顔
と
感
謝
が
溢
れ
る
仕

事
」「
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
普
及
し
て
も
必
要

と
さ
れ
る
仕
事
」「
自
分
の
努
力
や
セ
ン
ス
で

新
し
い
世
界
が
開
け
る
仕
事
」
で
あ
る
こ
と
を

世
の
中
に
伝
え
て
い
く
努
力
を
こ
れ
か
ら
も

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

編
集
委
員
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

シ
ェ
ス

テ
さ
と
の
花　

施
設
長　

今
井
洋
子
）

�

ど
の
よ
う
な
方
が
入
所
し
て

い
る
施
設
で
す
か
？
ま
た
、

施
設
の
理
念
や
方
針
な
ど
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
小
林
副
施
設
長
、
以
下（
小
））

原
則
、
要
介
護
度
３
以
上
の
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、

家
で
生
活
が
で
き
な
い
方
、
自

宅
で
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
難

し
い
方
が
入
所
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
身
体
的
な
介
護
を

必
要
と
す
る
方
と
あ
わ
せ
、
認

知
症
の
症
状
に
よ
る
行
動
や
気

持
ち
へ
の
寄
り
添
い
が
必
要
と

な
る
方
も
多
く
入
所
さ
れ
て
い

ま
す
。
年
代
と
し
て
は
70
代
後

半
か
ら
90
代
前
半
の
方
が
多
い

で
す
ね
。

�

施
設
の
理
念
や
方
針
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

（
小
）
こ
こ
で
は
、「
ホ
ー
ム
の
主

役
は
あ
く
ま
で
利
用
者
さ
ん
で
、

私
た
ち
職
員
は
そ
の
生
活
を
支

え
る
脇
役
で
あ
る
こ
と
」
を
基

本
方
針
に
、
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
笑
顔
で
過
ご
せ
る
生
活
の
場

を
提
供
で
き
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

（
工
藤
施
設
長
、
以
下（
工
））
例

え
ば
、
今
日
の
（
豚
汁
作
り
）

よ
う
な
活
動
は
、
だ
い
た
い
職

員
が
企
画
し
て
行
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
ひ
と
手
間
で
、
利

用
者
さ
ん
が
笑
顔
に
な
る
と
、

結
局
は
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
上
が
り
ま
す
よ
ね
。
ま
た
次

回
も
が
ん
ば
ろ
う
、
と
い
う
ふ
う

に
つ
な
が
っ
て
い
く
ん
で
す
。

�

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、
や
り

が
い
を
感
じ
る
の
は
ど
ん
な

と
き
で
す
か
？

（
工
）
利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
、
あ

り
が
と
う
と
い
う
ひ
と
言
は

や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
ご
本
人
や
ご
家
族
に
、

最
期
を
こ
こ
で
迎
え
た
い
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、

安
心
し
て
居
心
地
良
く
過
ご
せ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

す
ご
く
あ
り
が
た
い
し
、
光
栄

に
思
い
ま
す
。

�

秋
に
は
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー

を
開
催
さ
れ
る
と
か
。

（
小
）
毎
年
や
っ
て
い
ま
す
。
４
、

50
㎏
の
大
き
な
マ
グ
ロ
を
仕
入

れ
て
、
職
員
が
解
体
し
ま
す
。

こ
ん
な
ふ
う
に
職
員
の
い
ろ
い

撮
影
日
は
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
い
た
だ
い
た
お
野
菜
を
使
っ
て
、「
豚
汁
作
り
」に
挑
戦
中
で
し
た
。
利

用
者
さ
ん
と
職
員
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
と
、明
る
く
会
話
が
飛
び
交
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

あ
と
が
き

小林�恭介さん

副施設長

【
期
日
】　

平
成
29
年
11
月
20
日
（
月
）

【
会
場
】
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル

　
　
　

（
前
橋
市
民
文
化
会
館
）

【
内
容
】

第
一
部　

記
念
講
演

 

10
時
30
分
～
11
時
45
分

 

演
題　
「
伝
え
る
の
は
命
の
輝
き
」

講
師　

板
東　

元 

氏
（
旭
山
動
物
園 

園
長
）

第
二
部　

式
典

 

13
時
～
14
時
30
分

【
大
会
事
務
局
】

　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
７-
２
５
５-

６
０
３
３

ろ
な
特
技
は
ど
ん
ど
ん
活
用
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に

は
、地
域
の
方
々
も
お
招
き
し
て
、

施
設
の
中
を
見
て
も
ら
う
こ
と

で
、「
介
護
の
施
設
」
と
い
う
垣

根
を
な
く
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
小
）
今
も
地
域
の
方
と
は
、
緊

急
避
難
時
に
避
難
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
連
携

を
取
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
て
、

本
当
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

�
最
後
に
施
設
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
工
）「
き
ざ
き
の
郷
」
で
は
、
利

用
者
さ
ん
と
ご
家
族
、
そ
し
て

私
た
ち
職
員
が
笑
顔
で
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
な
活
動
や
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
介
護

の
施
設
っ
て
聞
い
た
け
ど
、思
っ

て
た
の
と
雰
囲
気
違
う
な
」
っ

て
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
機
会
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の
業
界

に
対
し
て
も
っ
と
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
と
こ
ち
ら
も
た
い

へ
ん
嬉
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
気

軽
に
足
を
運
ん
で
中
の
雰
囲
気

を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

板東�元�氏

平
成
29
年
度  

群
馬
県
社
会
福
祉
大
会

～
互
い
に
支
え
あ
う
地
域
共
生
社
会

 

の
実
現
を
め
ざ
し
て
～

工藤�エミリ�さん

施設長

ステキな笑顔
秋号表紙


